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◇「米軍が守ってくれる」は幻想。「核の傘などない」ことを思い知るべきである。
◆ 圧倒的反撃能力のある中国・ロシア・北朝鮮に「敵基地攻撃」論は通用しない。
◇ 日本国憲法は「押しつけ」ではなかった。当時の幣原首相の思いとは。
◆ 台湾有事なら、沖縄や本土の基地、市街地が中国によって攻撃される可能性がある。
◇ 外交努力によって中国、ロシア、北朝鮮からの武力攻撃を防げる。
　－台湾、尖閣問題は、過去の合意を守っていけば軍事紛争にはならない。

　－「自分たちが脅かされている」と感じさせなければ、ロシアは日本を攻撃しない。

　－「国家や指導者を排除する軍事行動に参画しない」と言えば、北朝鮮の軍事的

　　 脅威はなくなる。

◆ 米国依存の統治システム(政・財・官・学界・メディア)を覚醒させるリアルな考察。
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 従来の外交・安全保障政策は、「米国を喜ばすため」のもの。
 No.1外交論者が切れ味よく、日本の針路を示す。
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